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【輪之内本戸土地改良組合】

代表者 ： 田 中 博

所在地 ： 岐阜県安八郡輪之内町

１ 地 域 の 沿 革 と 概 要 岐 阜 県 安 八 郡 輪 之 内 町

輪 之 内 町 は 、岐 阜 県 の 南 西 部 に 位 置 し 、

東 は 長 良 川 、 西 は 揖 斐 川 の 2 大 河 川 に 囲

ま れ た 輪 中 地 帯 で あ り 、 東 西 約 6km、 南

北 約 7 . 7km、 面 積 23k ㎡ の 平 坦 な 地 域 で あ

る 。 北 は 安 八 町 、 西 は 大 垣 市 、 東 は 羽 島

市 、 南 は 海 津 市 に 接 し 、 交 通 条 件 は 道 路

網 の 整 備 に 伴 い 、車 で 大 垣 市 へ は 約 20 分 、

岐 阜 市 へ は 約 3 0 分 、 名 古 屋 市 へ は 約 6 0

分 、 ま た 名 神 高 速 道 路 大 垣 IC 及 び 羽 島 IC

が 約 1 0 分 の 距 離 に あ り 大 変 恵 ま れ た 立 地 条 件 に あ る 。

町 の 中 央 部 を 中 江 川 が 南 北 に 、 こ れ に 平 行 し て 西 江 川 、 東

江 川 が 流 れ 、 大 榑 川 に 合 流 し て 、 揖 斐 川 に 排 水 し て い る 。

気 象 は 、 内 陸 性 気 候 に 属 し 、 年 間 降 水 量 は 平 均 1 , 7 7 0 m m、

年 間 平 均 気 温 は 14 . 9 ℃ と 概 し て 温 暖 な 気 象 で あ る 。総 人 口 は 、

2 , 7 2 2 戸 で 9 , 7 8 6 人（ 平 成 22 年 3 月 3 1 日 現 在 ）、農 家 戸 数 は 9 2 1

戸 と な っ て い る 。

本 戸 地 区 は 、輪 之 内 町 の 北 端 の 輪 中 堤 防 際 に 位 置 し 、戸 数 3 1

戸 、 人 口 1 2 0 人 程 で 、 町 内 で 一 番 小 さ い 集 落 で あ る 。

２ む ら づ く り の 動 機 、 背 景

ア む ら づ く り を 推 進 す る に 至 っ た 動 機 、 背 景

古 く か ら こ の 輪 中 地 域 で は 、 川 の 氾 濫 に よ る 水 害 が 頻 繁 に

起 り 住 民 を 苦 し め て き た 。 そ の た め 、 自 分 た ち が 住 む 土 地 を



守 る た め に は 、 自 然 の 脅 威 に 対 し 一 致 団 結 し 、 協 力 し 立 向 っ

て 行 か な け れ ば な ら な い 気 質 を 色 濃 く 残 し て お り 、 水 利 事 業

を 通 じ て 人 と 人 、 親 と 子 と い っ た 絆 を 大 切 に し て い る 。 地 域

を 水 害 か ら 守 る 輪 中 堤 に 桜 の 植 樹 を し た り 、 治 水 の 歴 史 を 語

り 継 ぐ な ど 水 際 共 同 体 と し て 結 束 を 保 っ て き た 。

一 方 、 こ の 地 域 の 水 田 は 、 約 １ ０ ０ 年 前 に 土 地 改 良 が 行 わ

れ た ま ま で あ り 、 作 業 道 が 少 な く 、 区 画 が 狭 い と い う 、 極 め

て 営 農 条 件 が 悪 い 状 況 に あ っ た 。 ま た 、 用 排 水 兼 用 水 路 で あ

っ た た め 、 地 域 全 体 が 一 斉 に 入 水 し 、 代 掻 き 作 業 な ど が 分 散

で き な か っ た こ と か ら 、 各 農 家 が 農 機 を 保 有 す る な ど 、 非 効

率 な 営 農 が 行 わ れ て い た 。 加 え て 農 家 の 高 齢 化 、 農 業 後 継 者

の 確 保 も 大 き な 課 題 で あ っ た 。

そ こ で 、 営 農 条 件 の 改 善 し 、 作 業 環 境 の 向 上 、 換 金 性 の 高

い 作 物 の 導 入 に よ る 経 営 の 安 定 化 を 目 指 し 、 土 地 改 良 事 業 の

検 討 が 行 わ れ 、 平 成 15 年 1 2 月 に 輪 之 内 本 戸 土 地 改 良 組 合 (以

下 、 組 合 と い う 。 )を 設 立 し た 。

平 成 1 6 年 度 に 経 営 体 育 成 基 盤 整 備 事

業 (以 下 、 事 業 と い う 。 )の 実 施 に 当 た

り 、 水 路 内 の 生 き 物 調 査 を 実 施 し た 結

果 、 環 境 省 の レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク で 絶

滅 危 惧 種 （ 絶 滅 危 惧 1B 類 ） に 指 定 さ れ

て い る カ ワ バ タ モ ロ コ の 生 息 が 確 認 さ

れ 、 多 く の 生 き 物 に と っ て 好 適 な 環 境 が 残 さ れ て い る こ と が

分 か っ た た め 、 こ れ を 機 に 同 組 合 を 主 体 に 地 域 住 民 に も 参 加

を 呼 び か け 集 落 の 環 境 保 全 に 向 け た 取 組 を 推 進 す る な ど 、 当

地 区 の 新 た な む ら づ く り 活 動 が 展 開 さ れ る こ と と な っ た 。

※ カ ワ バ タ モ ロ コ

コ イ 目 コ イ 科 。 静 岡 県 か ら 岡 山 平 野 や 、 四 国 の 瀬 戸 内 側 、

九 州 北 西 部 に 生 息 す る 。 体 長 3 ～ 6 セ ン チ 。 5 ～ 7 月 に 産 卵 す

る 。 こ の 時 期 、 オ ス は 鮮 や か な 黄 金 色 に 光 る 。 生 息 数 は 激 減

し て お り 、 環 境 省 の レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク ( 2003 年 )で 、 絶 滅 の

危 険 性 が 高 い 「 絶 滅 危 惧 1 B 類 」 に 分 類 さ れ る 。

イ む ら づ く り に つ い て の 合 意 形 成 の 過 程 と そ の 内 容

平 成 15年 12月 、 組 合 を 設 立 す る と と も に 、 平 成 1 6 年 1 2 月

に は 、 同 組 合 の 役 員 を 中 心 に 集 落 営 農 組 織 の 輪 之 内 本 戸 営 農

カワバタモロコ



組 合 (以 下 、 営 農 組 合 と い う 。 )を 設 立 し 、 集 落 内 の 農 地 の 利

用 集 積 を 積 極 的 に 図 る こ と と な っ た 。

ま た 、 こ の 地 区 を 国 が 「 生 息 環 境 向 上 技 術 調 査 （ 平 成 18～ 2

2年 度 ）」 の 現 地 実 証 調 査 地 区 に 指 定 を し た こ と よ り 、 地 域 に

残 さ れ た 豊 か な 環 境 を 保 全 す る た め 、 平 成 17年 8月 に 組 合 を 中

心 に 、 地 域 住 民 等 で 構 成 す る 本 戸 地 区 地 域 住 民 協 議 会 (以 下 、

協 議 会 と い う 。 )を 設 立 し 、 地 域 ぐ る み で 将 来 像 を 話 し 合 う 合

意 形 成 の 場 が 設 け ら れ た 。

さ ら に 、 平 成 18年 度 に は 平 成 19年 度 か ら 実 施 さ れ る 「 農 地

・ 水 ・ 環 境 保 全 向 上 対 策 」 の モ デ ル 地 区 に 指 定 さ れ た こ と か

ら 、 地 区 内 の 農 地 ・ 農 業 用 水 等 の 農 業 資 源 や 農 村 環 境 の 保 全

活 動 に 取 り 組 む 本 戸 ５ Ｈ プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム (以 下 、 ５ Ｈ チ ー

ム と い う 。 )を 設 立 し 、 地 域 ぐ る み で 農 村 の 保 全 活 動 を 行 う 体

制 が 整 っ た 。

ウ 現 在 に 至 る ま で の 経 過

平 成 1 6 年 度 の 土 地 区 画 整 理 事 業 の 実 施 を 機 に 、 生 息 が 確 認

さ れ た 絶 滅 危 惧 種 カ ワ バ タ モ ロ コ の 保 全 を 目 的 と し て 、 国 、

県 、 町 、 岐 阜 大 学 及 び 協 議 会 等 を 構 成 員 と す る 生 息 環 境 向 上

技 術 調 査 検 討 員 会 が 設 立 さ れ 、 生 息 環 境 の 把 握 、 生 息 環 境 向

上 技 術 の 向 上 等 に つ い て 提 言 を 受 け る な ど 、 保 全 活 動 に 取 り

組 ん で き た 。

ま た 、 地 域 住 民 に カ ワ バ タ モ ロ コ の 保 全 に 関 心 を 持 っ て も

ら う た め 、 平 成 2 1 年 度 の 町 広 報 誌 に お い て 毎 月 保 全 活 動 に 関

す る 記 事 が 掲 載 さ れ 、 啓 発 が 行 わ れ る と と も に 、 平 成 2 2 年 4

月 に は 、 町 内 に 生 育 す る カ ワ バ タ モ ロ コ の 保 護 を 図 る こ と よ

り 自 然 環 境 の 保 全 と 人 と 自 然 に や さ し い ま ち づ く り の 推 進 を

目 的 と し た 「 カ ワ バ タ モ ロ コ 保 護 条 例 」 が 施 行 さ れ 、 本 戸 地

区 の み な ら ず 全 町 的 な 活 動 へ と 発 展 す る ま で に 至 っ て い る 。

そ の 他 、 本 組 合 で は 、 地 域 の 環 境 保 全 活 動 の 一 環 と し て 、

平 成 17年 度 か ら 輪 中 堤 で 地 区 住 民 と 協 働 し 、 約 2 0 種 類 ・ 6,00

0本 の あ じ さ い の 植 樹 を 進 め 、 翌 年 度 か ら 地 域 住 民 や 近 隣 市 町

の 住 民 の 交 流 の 場 と し て「 あ じ さ い ま つ り 」を 開 催 し て い る 。



本 イ ベ ン ト で は 、 女 性 グ ル ー

プ に よ る 地 元 農 産 物 の 料 理 の 提

供 を 行 い 、 豊 か な 地 域 環 境 と 農

業 を メ イ ン に 、 む ら づ く り 活 動

に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 。

ま た 、 地 区 農 業 の 担 い 手 と し

て 平 成 1 6 年 に 設 立 し た 営 農 組 合

は 、 平 成 1 8 年 度 に 農 業 生 産 法 人

化 計 画 を 策 定 し 、 経 理 の 一 元 化

を 行 う な ど 経 営 体 質 の 強 化 を 図 る と と も に 、 地 区 内 農 地 の 95

％ 以 上 を 集 積 し 、 平 成 2 1 年 5 月 に 農 業 生 産 法 人 に 移 行 し 、 同

年 6 月 に は 輪 之 内 町 の 認 定 農 業 者 と な る な ど 、 こ の 地 域 の 就

農 、 後 継 者 問 題 の 解 決 に 期 待 が も た れ て い る 。

３ む ら づ く り の 推 進 体 制

ア 各 組 織 の 体 制 、 構 成 員 等 の 状 況

輪 之 内 本 戸 土 地 改 良 組 合

経 営 体 育 成 基 盤 整 備 事 業 本 戸 地 区 の 事 業 推 進 の た め 受 益 地

区 内 の 組 合 員 よ り 選 出 さ れ た 役 員 に よ り 組 織 さ れ て い る 。 本

戸 地 区 内 に お い て 施 工 さ れ て い る ほ 場 整 備 事 業 の 工 事 計 画 、

営 農 計 画 、 換 地 計 画 を 主 な 業 務 と し て い る 。

○ 役 員 ： 理 事 長 1名 、 副 理 事 長 ２ 名 、 監 事 ３ 名

○ 組 合 員 数 ： 63名

○ 設 立 年 月 日 ： 平 成 15年 12月 21日

本 戸 ５ Ｈ プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム

平 成 1 8 年 度 の 国 の 農 地 ・ 水 ・ 環 境 保 全 向 上 対 策 事 業 モ デ ル

地 区 指 定 を 契 機 に 設 立 。 輪 之 内 町 と の 連 携 の 元 、 地 域 の 農 業

施 設 の 保 全 活 動 及 び 環 境 保 全 向 上 活 動 に 取 り 組 ん で い る 。

構 成 メ ン バ ー は 、 本 戸 地 区 の 営 農 組 合 、 土 地 改 良 区 、 自 治

会 、 老 人 ク ラ ブ 、 女 性 会 議 、 子 供 会 、 地 域 住 民 協 議 会 。

輪 之 内 本 戸 地 区 地 域 住 民 協 議 会

平 成 1 8 年 度 に 国 の 生 息 環 境 向 上 技 術 調 査 地 区 に 指 定 さ れ た

こ と を 契 機 に 設 立 。 国 、 岐 阜 大 学 の 指 導 の 元 、 地 域 に 残 さ れ

た 良 好 な 農 村 環 境 を 後 世 に 伝 え る 仕 組 み づ く り や 意 識 の 高 揚

植栽されたあじさいとあじさいまつり



な ど に 取 り 組 ん で い る 。

構 成 メ ン バ ー は 、 本 戸 地 区 の 自 治 会 、 老 人 ク ラ ブ 、 女 性 会

議 、 小 学 校 、 教 育 委 員 会 。

農 事 組 合 法 人 本 戸 営 農 組 合

平 成 1 6 年 に 任 意 組 合 と し て 設 立 後 、 平 成 1 9 年 に 法 人 化 。

輪 之 内 本 戸 土 地 改 良 組 合 の 営 農 計 画 の 下 に 、 集 落 営 農 組 織 と

し て 、 地 区 内 農 地 の 利 用 集 積 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 。

イ む ら づ く り 活 動 に お け る 他 の 組 織 、 団 体 及 び 行 政 と の 関

係

組 合 が 核 と な り 、 各 組 織 、 団 体 と 密 接 に 連 携 を し 活 動 を 推

進 し て い る 。

ウ 他 の 組 織 、 団 体 の 活 動 状 況 等

協 議 会 で は 、 カ ワ バ タ モ ロ コ の 保 護 活 動 や 輪 中 堤 の あ じ さ

い 植 栽 を 行 う と と も に 、 地 域 住 民 の 親 子 を 対 象 に カ ワ バ タ モ

ロ コ や 野 鳥 の 観 察 等 を 行 う 「 ふ れ あ い 学 級 」 や 子 供 会 を 対 象

と し た 「 ち び っ 子 農 園 」 を 行 っ て い る 。

５ Ｈ チ ー ム で は 、 地 域 住 民 と 農 家 が 一 体 と な っ て 、 農 地 や

農 業 用 用 排 水 路 、 環 境 の 保 全 活 動 に 取 り 組 ん で お り 、 平 成 1 8

年 度 か ら は あ じ さ い の 植 栽 活 動 も 実 施 し て い る 。



特 に 、 地 域 の 環 境 保 全 の 取 り 組 み と し て 、 輪 中 堤 に 植 栽 し

た あ じ さ い を テ ー マ に 協 議 会 、 ５ Ｈ チ ー ム 等 で 実 行 委 員 会 を

組 織 し 、 平 成 2 1 年 度 か ら 「 あ じ さ い ま つ り 」 を 開 催 し 、 他 の

地 域 か ら 多 く の 参 加 者 を 集 め る こ と が で き た 。

４ む ら づ く り の 農 林 漁 業 生 産 面 へ の 寄 与 状 況

ア 農 林 漁 業 生 産 、 流 通 面 の 取 組 状 況

平 成 1 6 年 度 に 設 立 さ れ た 土 地 改 良 組 合 員 か ら な る 営 農 組 合

は 、 地 区 内 の 農 地 の 約 9 5 %を 集 積 し 、 水 稲 及 び 麦 、 大 豆 な ど

の 栽 培 に 取 り 組 ん で い る 。

水 稲 で は 生 産 調 整 も あ り 、 地 区 全 体 の 作 付 面 積 は 減 少 し て

い る が 、 平 成 2 1 年 の 地 区 内 の 栽 培 面 積 1 1 . 4 h a の う ち 1 0 . 4 h a

を 同 組 合 が 占 め て い る 。

ま た 、 平 成 1 5 年 に は 作 付 実 績 の な か っ た 麦 と 大 豆 は 、 平 成

2 1 年 に そ れ ぞ れ 7 . 7 h a、 9 . 2h a と な り 、 そ の 全 量 を 同 組 合 が 栽

培 を 担 っ て い る 。

当 地 区 で は 、 担 い 手 で あ る 同 組

合 の 活 動 に よ り 、 水 稲 、 麦 及 び 大

豆 に よ る 2 年 3 作 体 系 を 確 立 し て

い る 。

さ ら に 、 同 組 合 で は 、 新 規 作 物

と し て 換 金 性 の 高 い 軽 量 野 菜 （ な

ば な 、 伏 見 甘 長 ピ ー マ ン 、 ブ ロ ッ

コ リ ー ） を 導 入 し 、 国 の 交 付 金 に

依 存 す る 体 質 か ら の 脱 却 を 図 る と

と も に 、 地 域 の 高 齢 者 の 生 き が い づ く り や 女 性 の 雇 用 、 情 報

交 換 や 相 互 理 解 の 場 を 提 供 し て い る 。

＜ 本 戸 地 区 の 作 物 栽 培 状 況 ＞

作 付 面 積 の 推 移
区 分 平 成 1 5 年 平 成 2 1 年 平 成 2 2 年

作 物 名 （ 実 績 ） （ 実 績 ） （ 目 標 ）

水 稲 1 4 . 9 h a 1 1 . 4 h a 1 1 . 4 h a

小 麦 (0 h a) (1 0 . 4 h a) (1 0 . 9 h a)

大 豆 － 7 . 7 h a 1 0 . 5 h a

野 菜 － (7 . 7 h a) (1 0 . 5 h a)

ト マ ト 0 . 5 h a 9 . 2 h a 9 . 3 h a

ブロッコリー栽培



ブ ロ ッ (0 h a) (9 . 2 h a) (9 . 3 h a)

コ リ ー 0 . 5 h a 1 . 0 h a 1 . 5 h a

な ば な (0 h a) (0 . 5 h a) (1 . 0 h a)

甘 長 ピ － 0 . 5 h a(0 h a) 0 . 5 h a(0 h a)

ー マ ン － 0 . 3 h a 0 . 8 h a

そ の 他 － (0 . 3 h a) (0 . 8 h a)

8 . 9 h a 0 . 1 h a 0 . 1 h a

(0 h a) (0 . 1 h a) (0 . 1 h a)

0 . 1 h a 0 . 1 h a

(0 . 1 h a) (0 . 1 h a)

－ －

計 2 4 . 3 h a 2 9 . 3 h a 3 2 . 7 h a
(0 h a) (2 7 . 8 h a) (3 1 . 7 h a)

（ 上 記 表 の カ ッ コ は 、 農 事 組 合 法 人 本 戸 営 農 組 合 の 栽 培 面 積 ）



イ 営 農 組 合 化 さ れ て か ら の 地 域 へ の 寄 与 状 況

営 農 組 合 は 、 平 成 1 8 年 度 に 水 田

経 営 所 得 安 定 対 策 へ の 加 入 を 目 指

し 農 業 法 人 化 計 画 を 作 成 、 経 理 の

一 元 化 を 行 い 、 平 成 21 年 度 に 農 業

生 産 法 人 と な っ た 。

土 地 区 画 整 理 事 業 実 施 以 前 は 、

ほ と ん ど の 農 家 が 機 械 を 保 有 し 作

業 を 行 っ て い た こ と か ら 、 営 農 組

合 設 立 当 初 も 、 各 農 家 所 有 機 械 の

持 ち 寄 り に よ り 作 業 を お こ な っ て い た 。

し か し 、 平 成 1 8 年 度 に 水 稲 用 、 平 成 1 9 年 度 に 小 麦 用 の 大 型

農 業 機 械 を 導 入 し 、作 業 の 効 率 化 と 適 期 作 業 が 可 能 と な っ た 。

こ れ に よ り 、 水 稲 栽 培 に 係 る 労 働

時 間 は 、 平 成 1 5 年 に 比 べ 平 成 2 1

年 は 約 1 / 3 に 短 縮 さ れ 、 大 型 機 械

の 導 入 と 農 地 集 積 に 伴 い コ ス ト 低

減 が 図 ら れ 、 米 の 生 産 費 は 1 0 a あ

た り 約 2 7 千 円 削 減 さ れ た 。

ま た 、土 地 区 画 整 理 事 業 に よ り 、

用 排 水 分 離 と 暗 き ょ を 設 置 す る こ

と で 、 そ れ ま で 水 稲 単 作 で あ っ た

地 区 に お い て 、 麦 、 大 豆 及 び 野 菜 と い っ た 畑 作 物 の 栽 培 が 可

能 と な り 、 水 稲 、 麦 及 び 大 豆 の 2 年 3 作 取 り 組 み つ つ 、 ブ ロ

ッ コ リ ー 等 の 野 菜 を 組 み 合 わ せ た 複 合 経 営 が 可 能 と な っ た 。

＜ 土 地 利 用 型 作 物 の 生 産 コ ス ト （ 1 0 a 当 た り ） の 推 移 ＞

平 成 1 5 年 平 成 2 1 年

区 分 労 働 時 反 収 生 産 費 労 働 反 収 生 産 費

作 物 間 時 間

水 1 9 . 2 h 4 5 7 k g 1 4 2 , 6 7 7 6 h 4 4 8 k g 1 1 5 , 4 9 7

稲 円 円

大 7 h 7 6 k g 3 8 , 7 5 0

豆 円

小麦収穫

田植え



小 5 h 3 1 0 k g 4 9 , 7 3 5

麦 円

（ 出 典 ： 西 美 濃 農 業 協 同 組 合 調 べ ）

ウ 経 営 の 改 善 、 後 継 者 の 育 成 ・ 確 保 、 女 性 の 経 営 参 画 の 促

進 状 況 等

営 農 組 合 で は 、 規 模 拡 大 に よ る 生 産 コ ス ト の 低 減 や 栽 培 技

術 の 改 善 に よ る 反 収 向 上 が 図 ら れ 、 平 成 1 6 年 の 土 地 区 画 整 理

事 業 を 契 機 に 水 稲 単 作 か ら 、 麦 、 大 豆 、 園 芸 作 物 を 組 み 合 わ

せ た 複 合 経 営 に 取 り 組 ん で い る 。

同 営 農 組 合 は 、 平 成 2 1 年 5 月 に 農 業 生 産 法 人 に 移 行 し 、 平

成 2 1 年 6 月 に は 認 定 農 業 者 と な っ た 。 4 0 代 か ら 60 代 の 3 名

の オ ペ レ ー タ ー が 農 作 業 を 担 い 、 当 地 区 の 農 地 の 9 5 ％ 以 上 を

担 う 重 要 な 経 営 体 と な っ て い る 。

ま た 、複 合 経 営 の 一 環 で 軽 量 野 菜（ な ば な 、甘 長 ピ ー マ ン 、

ブ ロ ッ コ リ ー 等 ） を 導 入 し 栽 培 管 理 ・ 収 穫 な ど を 地 区 内 の 高

齢 者 や 女 性 が 担 う な ど 、 役 割 分 担

が 行 わ れ て お り 、 高 齢 者 の 生 き が

い づ く り や 女 性 の 雇 用 、 情 報 交 換

や 相 互 理 解 の 場 を 提 供 し て い る 。

現 在 、 地 区 内 女 性 グ ル ー プ に お

い て 、 地 元 産 大 豆 の お か ら を 使 用

し た 「 お か ら ド ー ナ ッ ツ 」 な ど 特

産 品 の 開 発 が 進 め ら れ る な ど 、 地

域 ぐ る み の 取 り 組 み が 広 が っ て い

る 。

５ む ら づ く り の 生 活 ・ 環 境 整 備 面 へ の 寄 与 状 況

ア 当 該 集 団 等 の 生 活 ・ 環 境 整 備 面 の 取 り 組 み 状 況

当 地 区 内 に は 、 絶 滅 危 惧 種 で あ

る カ ワ バ タ モ ロ コ を は じ め 、 メ ダ

カ 、 ギ ン ブ ナ 等 の 魚 や カ エ ル 、 水

生 昆 虫 が 生 息 し て い る た め 、 組 合

を 中 心 に 、 水 路 に 工 夫 を こ ら し た

植 生 帯 や 魚 道 、 魚 が 棲 め る 柵 板 等

の 新 技 術 を 導 入 し 、 多 様 な 生 物 の

おからドーナッツづくり

マコモによる隠れ場の設置



生 息 拡 大 に 努 め て い る 。

ま た 、 平 成 1 5 年 度 に 文 化 庁 の 文 化 的 景 観 の 重 要 地 域 に 選 定

さ れ た 輪 中 景 観 の 保 全 の た め 、 輪 中 堤 防 沿 い に 約 6 , 0 0 0 株 の

ア ジ サ イ を 植 栽 し 、 景 観 美 化 保 全 の た め の 草 刈 り や 植 栽 の 剪

定 、 清 掃 活 動 を 行 っ て い る 。

ま た 、 営 農 組 合 で は 、 県 が 進 め る 「 ぎ ふ ク リ ー ン 農 業 」 に

平 成 1 9 年 に 水 稲 で 登 録 し 、 化 学 合 成 農 薬 と 化 学 肥 料 を 慣 行 栽

培 の 3 0 %以 上 削 減 し た 環 境 保 全 型 農 業 を 実 践 し 、 環 境 へ の 配

慮 と と も に 食 の 安 全 ・ 安 心 の 確 保 に 向 け 取 り 組 ん で い る 。 併

せ て 、 稲 わ ら の 鋤 込 み や 小 麦 で の 緩 効 性 肥 料 の 施 用 な ど 、 肥

料 成 分 の 排 水 路 等 へ の 流 亡 の 軽 減 に 取 り 組 む と と も に 、 浅 水

に よ る 代 掻 き 等 を 実 行 し 、 水 環 境 の 向 上 に 努 め て い る 。

イ コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 の 強 化 と 近

隣 住 民 と の 交 流 等 へ の 寄 与 状 況

協 議 会 で は 、 平 成 1 7 年 度 か ら 地

域 環 境 保 全 の 一 環 と し て 輪 中 堤 で

の あ じ さ い の 植 栽 活 動 を 開 始 し 、

平 成 2 1 年 度 末 に は 約 2 0 種 ・ 6 , 0 0 0

本 を 植 栽 し 、 地 域 内 外 の 住 民 の 憩

い の 場 と な っ て い る 。 こ の あ じ さ

い を テ ー マ に 、平 成 2 1 年 度 か ら「 あ じ さ い ま つ り 」を 開 催 し 、

地 域 住 民 や 近 隣 市 町 の 住 民 と の 交 流 を 積 極 的 に 図 っ て い る 。

ま た 、 平 成 1 8 年 度 か ら 協 議 会 と ５ Ｈ チ ー ム の 共 催 で 、 地 域

の 親 子 を 対 象 に 「 ふ れ あ い 学 級 」

を 開 催 し 、 野 鳥 観 察 の 生 き 物 調 査 、

地 元 産 農 産 物 の 加 工 品 を 試 食 す る

食 育 活 動 、 地 元 の 伝 説 を 大 型 絵 本

で 読 み 聞 か せ る 文 化 伝 承 活 動 を 実

施 し て い る 。

平 成 2 1 年 度 に は 、 ５ Ｈ チ ー ム が

地 元 子 供 会 を 対 象 に 「 ち び っ こ 農

園 」 を 設 け 、 さ つ ま い も 栽 培 を 行

い 、 収 穫 し た さ つ ま い も を 使 用 し て ス イ ー ト ポ テ ト の 試 食 を

行 っ た 。

あじさいロードの管理

ふれあい学級／水路の生き物調査



平 成 2 2 年 度 に は 、 ５ Ｈ チ ー ム と 営 農 組 合 の 共 催 で 、 地 元 住

民 等 7 0 人 で 、 岐 阜 県 産 品 種 で あ る

ハ ツ シ モ や 古 代 米 の 苗 を 手 植 え し 、

カ ワ バ タ モ ロ コ や 第 ３ ０ 回 全 国 豊

か な 海 づ く り 大 会 の マ ス コ ッ ト 等

の 絵 や 文 字 を 入 れ た 田 ん ぼ ア ー ト

に 取 り 組 ん で い る 。

ウ 女 性 の 参 画 状 況 に つ い て

協 議 会 の 構 成 団 体 で 、 地 元 の 女

性 組 織 で あ る 本 戸 地 区 女 性 会 議 (以 下 、女 性 会 議 と い う 。 )は 、

カ ワ バ タ モ ロ コ の 保 護 活 動 や 地 域 の 生 き 物 調 査 を 実 施 す る ふ

れ あ い 学 級 等 に 参 加 し て い る 。

ま た 、 平 成 2 1 年 か ら 始 め た あ じ

さ い ま つ り に も 参 加 し 、 地 域 住 民

等 と の 交 流 を 図 っ て い る 。

ふ れ あ い 学 級 で は 、 古 く か ら こ

の 地 区 に 伝 わ る 炊 き 込 み 御 飯 、 地

元 産 大 豆 を 使 用 し た お か ら ド ー ナ

ツ や さ つ ま い も を 使 用 し た ス イ ー

ト ポ テ ト の 試 食 を 行 い 、 ま た 、 あ

じ さ い ま つ り や 輪 之 内 町 の 産 業 祭 で あ る ふ れ あ い 祭 り で は 、

お か ら ド ー ナ ツ 等 の 販 売 ブ ー ス を 設 け て 、 地 元 産 農 産 物 の Ｐ

Ｒ 活 動 を 行 う な ど 、 当 地 区 で の む ら づ く り 活 動 の 大 き な 役 割

を 担 っ て い る 。

６ む ら づ く り に 関 す る 所 見

当 地 区 の む ら づ く り の 歴 史 は 古 く 、 洪 水 と の 闘 い に よ っ て

共 同 体 が 形 成 さ れ て き た 。 一 方 、 農 家 の 高 齢 化 や 後 継 者 の 確

保 に 対 応 す る た め に 、 平 成 1 6 年 度 に 着 手 し た 土 地 区 画 整 理 事

業 に よ っ て 新 た な む ら づ く り が 展 開 さ れ る こ と と な っ た 。 事

業 実 施 に 当 た っ て 実 施 さ れ た 水 生 動 物 の 生 息 状 況 調 査 で 、 絶

滅 危 惧 種 で あ る カ ワ バ タ モ ロ コ の 生 息 が 確 認 さ れ 、 そ れ 以 降

当 地 区 の 農 村 資 源 の 保 全 活 動 が 展 開 さ れ 、 農 地 所 有 者 だ け で

な く 、 地 区 内 の 関 係 団 体 、 住 民 を 巻 き 込 ん だ 地 域 ぐ る み の 活

動 に 発 展 し て い っ た も の で あ る 。

ちびっこ農園／さつまいも苗植付け

ふれあい学級での炊き出し



輪 之 内 本 戸 土 地 改 良 組 合 を 中 心 に 地 域 の 自 治 会 、 子 供 会 、

女 性 組 織 等 と 連 携 し た カ ワ バ タ モ ロ コ な ど の 生 息 環 境 向 上 活

動 や 輪 中 堤 の あ じ さ い 植 栽 、 清 掃 活 動 等 を 実 施 し 、 地 域 の 景

観 づ く り に 取 り 組 む と と も に 、 地 域 の 景 観 を 生 か し た あ じ さ

い ま つ り の 開 催 で 地 元 農 産 物 を 利 用 し た 料 理 を 提 供 し た り 、

地 域 住 民 の 子 供 を 対 象 に し た 課 外 授 業 や 世 代 間 交 流 活 動 を 行

う な ど 、 地 域 の 景 観 と 農 業 を テ ー マ と し た む ら づ く り 活 動 が

積 極 的 に 行 わ れ て い る 。

一 方 、 農 家 の 高 齢 化 、 担 い 手 不 足 の 問 題 解 決 の た め 、 同 組

合 の 設 立 を 機 に 、 地 域 内 農 家 を 構 成 員 と す る 集 落 営 農 組 織 を

立 ち 上 げ 、 水 稲 、 麦 、 大 豆 の ２ 年 ３ 作 に 取 り 組 む と と も に 、

な ば な や 甘 長 ピ ー マ ン 等 の 野 菜 を 組 み 合 わ せ た 複 合 経 営 を 行

い 、 生 産 性 、 収 益 性 の 高 い 農 業 を 展 開 し て い る 。 そ の 中 で 、

野 菜 栽 培 に つ い て 、 地 区 内 高 齢 者 や 女 性 が 担 う こ と で 、 高 齢

者 の 生 き が い づ く り や 女 性 の 雇 用 機 会 が 創 出 さ れ て い る 。 さ

ら に 当 組 織 は 、 法 人 化 に よ り 経 営 基 盤 を 強 化 す る 一 方 、 地 区

内 農 家 の 息 子 世 代 が オ ペ レ ー タ ー に 参 加 す る な ど 後 継 者 確 保

に つ な が っ て い る 。

輪 之 内 本 戸 土 地 改 良 組 合 を 中 心 と し た 本 戸 地 区 の 農 業 生 産

活 動 と 環 境 保 全 活 動 、 ま た 地 区 内 の コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 と 地 区

外 と の 交 流 活 動 を 一 体 的 に 展 開 す る 活 動 は 、 水 稲 を 中 心 に 土

地 利 用 型 農 業 が 展 開 さ れ て い る 同 様 の 地 域 に お け る む ら づ く

り 活 動 の 模 範 と な る も の で あ る 。


